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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　病院環境内の室内の照明を制御するための調光システムであって、
　医療機器の位置若しくは動きを示す第１センサ信号を受信するための入力と、制御可能
な照明へ少なくとも第１制御信号を出力するための出力とを持つコントローラであって、
前記第１センサ信号に応じて前記第１制御信号を生成する、コントローラと、
　前記第１制御信号の出力若しくは生成を遅延させるタイムスケジューラとを有し、前記
遅延は前記第１センサ信号の受信時間に対して設定される、調光システム。
【請求項２】
　前記第１制御信号が時間依存性であり、前記第１制御信号の値が前記制御可能な照明の
色若しくは強度の段階的変化を可能にするように経時的に変化する、請求項１に記載の調
光システム。
【請求項３】
　前記コントローラが静脈注射針若しくは皮下注射針の動き若しくは位置を示す第２セン
サ信号を受信するための入力を持ち、前記コントローラが前記第１若しくは前記第２セン
サ信号に応じて前記第１制御信号を生成する、請求項１に記載の調光システム。
【請求項４】
　前記コントローラが複数の選択可能な制御スキームを含む記憶装置を有し、各制御スキ
ームは前記第１センサ信号に対する前記第１制御信号の生成若しくは出力の遅延及び／又
は前記第１制御信号の値の変化の時間依存性を規定し、各制御スキームはユーザ入力装置
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を介して選択可能である、請求項１に記載の調光システム。
【請求項５】
　前記第１センサ信号が、患者の静脈に注入される放射性標識流体の存在を検出すること
ができるセンサによって生成される、請求項１に記載の調光システム。
【請求項６】
　前記コントローラが、患者の静脈の位置を検出し、流体の注入に適した静脈位置を指示
することができるコンピュータ制御ポインティングデバイスを制御するために前記第１セ
ンサ信号に依存して第３制御信号を生成し、前記タイムスケジューラが前記第１センサ信
号の受信時間に対して前記第３制御信号の出力を遅延させる、請求項１に記載の調光シス
テム。
【請求項７】
　病院環境内の室内の照明を制御するための調光システムであって、
　患者の位置を示す第１センサ信号を受信するための入力と、制御可能な照明へ少なくと
も第１制御信号を出力するための出力とを持つコントローラであって、前記第１センサ信
号に応じて前記第１制御信号を生成する、コントローラと、
　前記第１制御信号の出力若しくは生成を遅延させるタイムスケジューラであって、前記
遅延は前記第１センサ信号の受信時間に対して設定される、タイムスケジューラとを有し
、
　前記コントローラが、視覚刺激装置を制御するための第２制御信号を生成し、前記コン
トローラが、前記第１センサ信号に応じて及び／又は第２センサ信号に応じて前記第２制
御信号を生成し、当該第２センサ信号は医療機器の動き若しくは位置を示し、前記タイム
スケジューラは第１センサ信号若しくは第２センサ信号の受信時間に対して前記第２制御
信号の出力若しくは生成を遅延させる、調光システム。
【請求項８】
　前記コントローラが患者の心拍数若しくは呼吸速度を示す信号を受信するための入力を
さらに有し、前記コントローラが前記患者の心拍数若しくは呼吸速度を示す信号に依存し
て前記第２制御信号を生成する、請求項７に記載の調光システム。
【請求項９】
　病院環境のための調光ユニットであって、
　請求項１に記載の調光システムと、
　画像を表示するためのモニタ及び／又は制御可能な照明とを有する、調光ユニット。
【請求項１０】
　病院環境内の室内の照明を制御するための方法であって、
　医療機器若しくは装置の位置を示す第１センサ信号を受信するステップと、
　前記第１センサ信号の受信に応じて第１制御信号を生成するコントローラを使用して制
御可能な照明への第１制御信号を生成するステップとを有し、
　前記第１制御信号の生成若しくは出力が前記第１センサ信号の受信時間に対して遅延さ
れ、前記遅延がタイムスケジューラによって制御される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明及び視覚効果を制御するための制御システムに関し、特に病院環境内での
使用のためのかかるシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＥＴ（陽電子放出断層撮影）スキャン直前の取り込み期間中のワークフローはスキャ
ンの品質にとって非常に重要である。この取り込み期間中、患者は放射性標識された糖、
大抵ＦＤＧを注入され、その後独立型ＰＥＴスキャナ又はＣＴ若しくはＭＲいずれかとＰ
ＥＴの組み合わせのいずれかで、解剖学的情報についてスキャンされる。多数のステップ
が臨床医によって実行されなければならず、そのいくつかは高レベルの患者コンプライア
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ンスを要する。このワークフローをより円滑に進める必要がある。
【０００３】
　患者のリラクセーションは注入の直前及び直後の期間において非常に重要である。患者
がこの期間にストレスを受ける場合、ＦＤＧ若しくは放射性標識された糖は過剰にストレ
スを受けた筋肉及び脳活動によって過剰に消費されてしまい、取り込みがうまくいかなく
なる。患者は、慣れない環境にいて、検査について不安であり、医療装置及び／又は環境
との以前の否定的な連想を抱くかもしれないという事実のために、この取り込み期間中に
不安になることが多い。従って、検査前及び検査中に患者の安心を向上させ、不安を軽減
する必要がある。
【０００４】
　さらに、患者は高齢で、静脈が狭く位置特定が困難であることが多い。従って注入はし
ばしば難しい手順となり、患者の不安を増大し検査を長引かせる可能性がある。従って、
注入プロセスを改善する必要がある。
【０００５】
　ＵＳ２０１００６０７２６は医療手術室若しくは検査室と、かかる部屋を照明するため
の方法を開示し、有益な心理的効果を得るために、若しくは主に作業環境を改善するため
に、部屋のかなりの部分若しくは部屋全体が白色光と異なる着色光で照明される。例えば
、緑色光が手術中外科医によって使用されるモニタの後ろに与えられ、赤色光が手術若し
くは検査中の外科医の後ろのゾーンに与えられ得る。照明はタッチスクリーンインターフ
ェースでコンピュータによって制御され得る。
【０００６】
　ＵＳ２０１００６０７２６は病院環境内での使用のための照明システムを開示するが、
本発明の発明者らは、改良された照明制御システムが有用であることを理解し、その結果
本発明を考案した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　病院環境内の照明を制御するための調光システムの改善を実現することが有利である。
検査ワークフロー、患者の不安、静脈位置特定困難に関する上述の問題、若しくは従来技
術の他の問題を解決する方法とシステムを提供することが本発明の目的とみなされ得る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　これらの懸念の一つ以上によりよく対処するために、本発明の第１の態様において、病
院環境内の室内の照明を制御するための調光システムが提示され、調光システムは、
  患者又は医療機器若しくは装置の位置を示す第１センサ信号を受信するための入力と、
少なくとも第１制御信号を制御可能な照明へ出力するための出力とを有するコントローラ
であって、第１センサ信号に応じて第１制御信号を生成するように構成される、コントロ
ーラと、
  第１制御信号の出力若しくは生成を遅延させるように構成されるタイムスケジューラで
あって、遅延は第１センサ信号の受信時間に対して設定される、タイムスケジューラとを
有する。
【０００９】
　第１センサ信号は患者がベッドに座る若しくは横たわるときに患者の位置を示す信号が
生成されるように配置される圧力センサによって生成されることができる。患者の位置を
決定するビデオ監視システムなど、他の患者位置センサが使用されてもよい。制御可能な
照明は例えばＬＥＤライトなど、異なる色及び強度の光を発光するように制御信号を介し
て制御されることができる照明であり得る。
【００１０】
　タイムスケジューラは第１制御信号の生成若しくは出力を遅延させることができる。例
えば、タイムスケジューラは一連の異なる照明効果（すなわち異なる色と強度）が第１入



(4) JP 5961631 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

力信号に応じて生成されるように構成され、タイムスケジューラは第１入力信号と照明効
果の間の遅延を、場合によっては各照明効果の持続期間を、及び場合によっては照明効果
の段階的変化を制御する。このように、制御可能な照明は、第１に患者の不安を軽減する
光が生成され、第２に放射性標識された糖の注入が正確に不快感なく実行されることがで
きるように静脈の可視性を改善する光が生成され、第３に放射性標識された糖がストレス
による筋若しくは脳活動ではなく腫瘍のみによって取り込まれることを確実にするために
患者の不安を軽減し患者を落ち着かせる光が生成されるように、制御され得る。従って、
制御信号若しくは異なる制御信号の生成のタイミングは、照明設定を検査手順の特定段階
に合わせることによって、患者の不安の軽減、静脈可視性の改善、及び検査ワークフロー
の改善の一つ以上にとって有益であり得る。
【００１１】
　第１入力信号の受信から第１制御信号の出力若しくは生成までの間の遅延の量は、適切
な遅延値の検索のために制御システムによってアクセス可能な記憶媒体若しくは記憶装置
に記憶され得る。
【００１２】
　一実施形態においてコントローラは時間依存性の第１制御信号を生成するように構成さ
れ、第１制御信号の値は制御可能な照明の色若しくは強度の段階的変化を可能にするよう
に経時的に変化する。従って、制御可能な照明がその入力信号値に応じて色若しくは強度
を変化させるように制御可能であるとき、コントローラからの制御信号のアナログ若しく
はデジタル値を変化させることで色及び／又は強度を段階的に調節することができる。こ
のように異なる照明効果の間の継ぎ目ない移行が実現され、照明の沈静効果を増強若しく
は軽減するために光の色及び強度の段階的変化も実現され得る。
【００１３】
　一実施形態においてコントローラは視覚刺激装置を制御するための第２制御信号を生成
するように構成され、コントローラは第１センサ信号に応じて及び／又は第２センサ信号
に応じて第２制御信号を生成するように構成され、第１信号は患者の位置を示し、第２信
号は医療機器若しくは装置の動き若しくは位置を示し、タイムスケジューラは第１入力信
号若しくは第２入力信号の受信に対して第２制御信号の出力の時刻を決めるように構成さ
れる。
【００１４】
　視覚刺激装置は画像を表示することができるモニタ若しくはプロジェクタであり得る。
従って、コントローラは例えば沈静効果を患者に与える画像を表示するために刺激装置へ
第２制御信号を介して異なる画像を出力することができる。第２制御信号の生成若しくは
出力は、患者の位置を示す第１の態様と同じ第１センサ信号の受信に応じて、又は医療機
器若しくは装置の動き若しくは位置を示す異なるセンサ信号に応じて、タイムスケジュー
ラによって時刻を決められ得る。
【００１５】
　従って、コントローラは第１及び第２の入力信号を受信するための入力と、第１及び第
２の制御信号をそれぞれ照明及び視覚刺激装置が利用できるようにするための各出力を持
ち得る。
【００１６】
　一実施形態においてコントローラは静脈注射針の動き若しくは位置を示す第２センサ信
号を受信するための入力を持ち、コントローラは第１若しくは第２センサ信号に応じて第
１制御信号を生成するように構成される。
【００１７】
　第２センサ信号は第１センサ信号を受信するために接続される同じ入力を介して、若し
くは別の入力を介してコントローラへ与えられ得る。第１制御信号は第１若しくは第２セ
ンサ信号に応じて生成され得る、すなわち第１制御信号は第１センサ信号が受信されると
きと第２センサ信号が受信されるときの両方に生成される。
【００１８】
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　第２センサ信号は放射性流体を含む静脈注射針を格納する鉛の箱の中にあるＲＦタグに
よって生成され得る。従って、ＲＦタグ付きの針が鉛の箱から取り出されるとき、若しく
は箱が開けられるとき、ＲＦタグが検出可能になり第２センサ信号が生成され得る。代替
的に、第２センサ信号は針が鉛の箱から取り出されるときに検出することができる放射性
感知検出器によって生成され得る。
【００１９】
　一実施形態において制御システムは複数の選択可能な制御スキームを含む記憶装置を有
し、各制御スキームは第１センサ信号に対する第１制御信号出力の遅延及び／又は第１制
御信号の値の変化の時間依存性を規定し、各制御スキームはユーザ入力装置を介して選択
可能である。
【００２０】
　例えば、第１制御スキームはその後の脳スキャンの前の取り込み期間に適した方法で光
を制御するように構成され、第２制御スキームは胸部スキャンに適した方法で光を制御す
るように構成され得る。脳スキャン制御スキームは神経刺激を可能な限り減らすために高
い光強度と速い色変化を除外し得る。従って、臨床医は特定検査に適した制御スキームを
選択することができる。
【００２１】
　一実施形態において、第１センサ信号はベッド内の患者の存在を検出することができる
圧力センサ若しくは患者の静脈に注入される放射性標識流体の存在を検出することができ
るセンサによって生成される。
【００２２】
　従って、第１センサは放射性流体を含む静脈注射針を格納する鉛の箱が開けられるとき
若しくは針が箱から取り出されるときに感知することができるＲＦタイプセンサ若しくは
放射線センサであり得る。
【００２３】
　一実施形態において、コントローラは患者の心拍数を示す信号を受信するための入力を
さらに有し、コントローラは患者の心拍数を示す信号に依存して視覚刺激装置を制御する
ための第２制御信号を生成するように構成される。従って、心拍数に依存して視覚刺激装
置を制御することによって、視覚刺激装置は、例えば高過ぎる心拍数が検出される場合は
落ち着かせる画像を表示することによって、患者の心拍数に効果的に影響を及ぼすために
使用され得る。代替的に若しくは付加的に、コントローラは例えば高過ぎる心拍数が検出
される場合に制御可能な照明の強度若しくは色の緩やかな変化を確実にするために、検出
された心拍数に依存して第１制御信号の時間依存性を生じるように構成され得る。代替的
に呼吸速度が装置とコントローラによって決定され得る。コントローラは最初に呼吸速度
を記録し、これを呼吸運動の形で、例えば呼吸頻度にあわせて光パラメータを変化させて
、患者にフィードバックするように構成される。すると速度はおよそ１分あたり６回まで
ゆっくりと減少する。この呼吸速度はペース調整された呼吸及び患者へのリラックス状態
の誘導にとって最適である。
【００２４】
　一実施形態においてコントローラは、患者の静脈の位置を特定し、流体の注入に適した
静脈位置を指すことができるコンピュータ制御ポインティングデバイスを制御するために
第１入力信号に依存して第３制御信号を生成するように構成され、タイムスケジューラは
第１センサ信号の受信時間に対して第３制御信号の出力を遅延させるように構成される。
従って、第１センサ信号の受信は静脈位置の検出と放射性流体の注入に適した静脈位置の
指示を開始するための第３制御信号の遅延された生成を引き起こす。静脈位置の検出は患
者の腕の画像を解析することによって実行され、適切な静脈位置の指示はレーザポインテ
ィングデバイスによって実行され得る。従って、第３制御信号は患者又は医療機器若しく
は装置の位置を示す入力信号に応じて生成され得る。
【００２５】
　本発明の第２の態様は病院環境内の使用のための照明ユニットに関し、ユニットは、
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  第１の態様にかかる調光システムと、
  画像を表示するためのモニタ及び／又は制御可能な照明とを有する。
【００２６】
　付加的に、ユニットは音楽若しくは他の音を生成するための音響装置を有し得る。
【００２７】
　制御システムと、モニタ、照明及び音響装置の一つ以上は、壁に取り付けられ得る単一
ユニットに統合され得る。照明ユニットは第１、第２及び第３入力信号のいずれかを生成
するための任意のセンサも有し得る。
【００２８】
　本発明の第３の態様は病院環境内で室内の照明を制御するための方法に関し、方法は、
  患者又は医療機器若しくは装置の位置を示す第１センサ信号を受信するステップと、
  第１センサ信号の受信に応じて第１制御信号を生成するように構成されるコントローラ
を用いて制御可能な照明への第１制御信号を生成するステップとを有し、
  第１制御信号の生成若しくは出力は第１センサ信号の受信時間に対して遅延され、遅延
はタイムスケジューラによって制御される。
【００２９】
　一般に本発明の様々な態様は本発明の範囲内の可能な限りの方法で組み合され結合され
得る。本発明のこれらの及び他の態様、特徴及び／又は利点は以降に記載の実施形態から
明らかとなり、これを参照して解明される。
【００３０】
　要約すると本発明は病院環境内の室内の周辺光環境のための制御システムに関する。制
御システムは、患者位置センサ、或いは医療機器が起動され、動かされ、若しくは使われ
始めるかどうかを検出するための、又は心拍数を検出するための他のセンサからのセンサ
信号に応じて、周辺光環境の照明効果の時刻を決め、同期させるように構成される。照明
効果は検査の品質と速さを改善するため、及び患者にとって落ち着く雰囲気を作り出すた
めに、臨床医によって使用され得る。しかしながら、異なる照明効果が異なる時間におい
て及び異なる期間にわたって要求される。従って、センサ信号に対する照明効果のタイミ
ングはワークフローと患者の安心を向上させ得る。　
【００３１】
　本発明の実施形態はほんの一例として図面を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】病室内の周辺光を制御するための制御システム１０１を示す。
【図２】入力信号と遅延された制御信号生成との関係を図示する。
【図３】本発明にかかる方法を図示する。
【図４】制御システム１００と照明１７０を有する周辺光ユニット４００を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　ＰＥＴを介する腫瘍のイメージングはがん患者の診断及び予後診断の重要な部分になっ
ている。ＰＥＴイメージングは、他の筋肉及び臓器よりも速い速度で腫瘍によって代謝さ
れる、放射性標識された糖、ＦＤＧを患者に注入することを含む。これは腫瘍の位置を強
調し、腫瘤が臨床医によって評価されることを可能にする。この評価を改善するために、
ＰＥＴ画像はしばしばＣＴ若しくはＭＲスキャンのいずれかと組み合わされ、解剖学的情
報がＰＥＴコントラストと一緒に合成されることを可能にする。
【００３４】
　人体によるＦＤＧトレーサの取り込みは本質的に非特異的であり、トレーサは糖を利用
する体内のいかなる位置にも集まる。従って患者は取り込み期間中可能な限り（精神的に
も身体的にも）落ち着いたままでいることが要求される。これは糖が非腫瘍関連特徴によ
って消費されるのを最小限にする。
【００３５】
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　しかしながら、患者は生死にかかわるかもしれない病気に関する経過予想を受けようと
しており、患者は放射性物質を注入されなければならず、患者は閉所恐怖症の感覚を生じ
得るスキャナの中に挿入されることになり、患者は不慣れな非常に臨床的な環境にいるの
で、不安を防ぐことは患者にとって非常に困難である可能性がある。
【００３６】
　患者は少なくとも検査の途中に落ち着いたままでいなければならないので、放射性流体
の全取り込み期間中にテレビなどの気を散らす手段の使用によって患者の気を紛らわすこ
とは多くの場合不可能である。
【００３７】
　典型的なＰＥＴ検査において患者は最初に、放射性流体が注入される取り込み室へ案内
され、そして患者は注入までの期間、静止して静かに落ち着いたままでいるよう指示され
、それから注入が行われ、患者は再度、スキャンが実行され得るまで取り込み中落ち着い
たままでいるように指示される。
【００３８】
　図１はセンサ１２１‐１２３からの入力信号１１１‐１１３に応じて病院環境内の室内
の照明を制御するための調光システム１００を示す。照明は制御可能な照明１７０と、お
そらくテレビモニタなどの視覚刺激装置１９０を含み得る。制御システムは患者又は医療
機器若しくは装置の位置を示す一つ以上のセンサ信号を受信するための入力１１０を持つ
コントローラ１０１を含む。制御システムは第１、第２及び第３センサ信号１１１‐１１
３をそれぞれ受信するための個別入力１１０を持ち得る。センサ信号は患者の位置を検出
するための、及び医療機器若しくは装置の位置、移動、動き、若しくは使用を検出するた
めのセンサなどのセンサ１２１‐１２３によって生成される。患者の位置はベッド若しく
は椅子のマットレスにある圧力センサ、光学センサ、又はカメラ及び画像解析ソフトウェ
アによって検出され得る。静脈注射針及び皮下注射針などの医療機器、及びハンドヘルド
スキャナなどの装置の位置の検出は、機器若しくは装置に接続される加速度センサ若しく
はＲＦタグによって実現され得る。特殊な実施例として、放射性標識流体を含む静脈注射
針若しくは皮下注射針は放射線放出を防止するために鉛の箱に格納される。鉛の箱を開け
ること若しくは箱から針を取り出すことは、鉛の箱が放射線及び電磁放射線放出を停止若
しくは軽減することを利用することによって有益に検出されることができる。従って、箱
の外側にある放射線センサが箱の開放を検出するために使用されることができる。同様に
、箱の内側に取り付けられるＲＦタグによって箱が開いているかどうかを検出することが
できる。箱の蓋を開けると電磁検知波がＲＦタグに到達できるようになり、従って存在若
しくは箱開放信号を生成する。
【００３９】
　部屋の照明は一つ以上の出力１３０を介して与えられる一つ以上の制御信号によって制
御される。コントローラはセンサ信号の一つ以上に応じて、すなわち第１センサ信号１１
１に応じて制御信号を生成する。タイムスケジューラは一つ以上の制御信号の出力を遅延
させる若しくは時刻を決めるように構成される。遅延はセンサ信号の一つ、例えば第１セ
ンサ信号１１１の受信時間に対して設定される。
【００４０】
　タイムスケジューラ１８０はコントローラ１０１と別の部品であるか若しくは統合され
得る。コントローラ１０１とタイムスケジューラ１８０はアナログ若しくはデジタル電子
回路として、プロセッサ若しくはコンピュータによって実行されるように設計される、例
えばＣＤなどの有形媒体上に保存されるコンピュータプログラムとして実現され得るか、
又はこれらは電子回路とコンピュータプログラムの組み合わせとして実現され得る。入力
１１０と出力１３０はおそらくコンピュータに接続可能な電子回路の入力及び出力端子と
して、又はコンピュータの端子によって構成され得る。
【００４１】
　図２は調光システム１００の機能の一実施例を提供する。時間ｔ１において患者はベッ
ドに横たわっており、第１センサ信号がベッドセンサから生成される。第１センサ信号１
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１１に応じて、コントローラは制御可能な照明１７０を快適な光強度と色を与える第１状
態へ制御するための第１制御信号１３１を生成する。第１状態はｔ１からｔ２の第１期間
中に発動され得る。第１期間中、第１制御信号１３１の値は制御可能な照明の色若しくは
強度の段階的変化を生じるように経時的に変化し得る。段階的変化は制御可能な照明の異
なる状態間の継ぎ目ない移行をもたらし、若しくはより興味深く、さらに落ち着かせる照
明効果をもたらし得る。
【００４２】
　代替的に若しくは付加的に、ｔ１からｔ２までの第１期間中、画像若しくはビデオを表
示するためのモニタ１９０を制御するために第１入力信号１１１に応じて第２制御信号１
３２が生成され、タイムスケジューラは第１入力信号１１１の受信に対して第２制御信号
１３２の出力若しくは生成の時刻を決めるように構成される。
【００４３】
　時間ｔ２において、第１センサ信号１１１に応じて、コントローラは制御可能な照明を
臨床医が患者の静脈の位置を特定するのを助ける緑色光を与える第２状態へ制御するため
の第１制御信号１３１を生成する。緑色光は時間ｔ３までのプリセット期間、又は臨床医
がコントローラにこの第２照明状態を終わらせるようにユーザ入力装置を介して手動で入
力をコントローラ１０１へ与えるまで、維持される。
【００４４】
　代替的に、制御可能な照明を緑色光を与える第２状態へ制御するための時間ｔ２におけ
る第１制御信号１３１の生成は、医療機器の動き若しくは位置を示す第２センサ信号１１
２に応じてなされ得る。第２センサ信号は放射性標識流体を含む静脈注射針若しくは皮下
注射針がその鉛の箱から取り出されるとき、例えば放射線センサによって生成され得る。
放射線センサは注入の直前に光が緑色光に変化するように注入が実行される場所付近に位
置し得る。
【００４５】
　時間ｔ３において、注入が完了し、患者は時間ｔ４までの第３期間落ち着いたままでい
なければならない。第３期間中、照明１７０若しくはモニタ１９０は患者に沈静効果をも
たらす照明効果若しくは画像を生成するように制御される。制御可能な照明１７０若しく
は制御可能なモニタ１９０をｔ３からｔ４までの期間中に第３状態へ制御するための第１
若しくは第２制御信号は第１入力信号１１１に応じて、又は好適には医療機器の動きに応
じて生成される第２入力信号１１２に応じて生成され得る。
【００４６】
　第１若しくは第２制御信号１３１，１３２の異なる値は照明１７０若しくはモニタ１９
０の異なる状態、すなわち異なる強度及び色の状態若しくは画像を起動することが理解さ
れる。
【００４７】
　第１センサは患者の位置、患者がベッドにいることを検出する、医療機器の位置若しく
は動きを検出する、放射性標識流体の存在を検出することができるセンサ、又は臨床環境
の室内の環境における様々な変化を検出することができる他のセンサであり得ることも理
解される。
【００４８】
　タイムスケジューラは所与の照明状態を維持する、及び照明状態間で変化させるための
正確なタイミングを得るために必要な所要遅延を生成する。
【００４９】
　一実施形態において照明コントローラ１０１は患者の心拍数を示す第３入力信号１１３
を受信するための入力を有する。心拍数を検出するためのセンサ１２３は従来の指若しく
は胸部脈動検出器、又は血流の変動を検出するための関連画像解析プロセッサを持つカメ
ラであり得る。第３入力信号は患者の呼吸速度（バンド若しくはカメラのいずれかによっ
て感知）及び患者の不安レベルが評価されることができるものでもあり得る。照明１７０
若しくはモニタ１９０を制御するための第１若しくは第２制御信号はモニタからの色及び
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光強度若しくは画像が患者の心拍数に応じて調節されることができるように第３入力信号
１１３に応じて生成され得る。例えば、心拍数が増加し始める場合、光強度が低減され得
るか、又はよりリラックスさせる画像若しくは音楽が再生され得る。
【００５０】
　一実施形態においてコントローラは患者の静脈の位置を検出し流体の注入に適した静脈
位置を指示することができるコンピュータ制御ポインティングデバイス１９２を制御する
ための第３制御信号１３３を生成するように構成される。第３制御信号は第１センサ信号
に応じて生成されてもよく、この場合タイムスケジューラは第１制御信号の受信に対して
第３制御信号の出力若しくは生成を遅延させる。代替的に、第３制御信号１３３は例えば
放射性標識流体を注入するための機器の移動を示す第２センサ信号１１２に応じて生成さ
れ得る。
【００５１】
　制御システム１００はコントローラ１０１と統合され得る記憶装置１４０を有し、記憶
装置は複数の選択可能な制御スキームを保存するためのものである。各制御スキームは第
１、第２及び第３制御信号１３１‐１３３のいずれか一つ以上が第１、第２若しくは第３
入力信号１１１‐１１３のいずれかに応じてどのように生成されるかを規定する。従って
、各制御スキームは第１、第２及び第３制御信号１３１‐１３３のどれが第１、第２若し
くは第３入力信号１１１‐１１３のいずれかに応じて生成されるべきかを規定し、第１、
第２若しくは第３入力信号１１１‐１１３のいずれかの受信から第１、第２若しくは第３
制御信号１３１‐１３３のいずれかの生成若しくは出力への遅延を規定する。遅延はゼロ
から数分及び数時間に至るまでの時間であり得る。さらに、制御スキームは制御信号の値
が経時的に変化すべきかどうか、及びどのように変化すべきか、並びに照明１７０若しく
はモニタ１９０の任意の状態の持続期間を規定し得る。
【００５２】
　制御スキームの各々はタッチパッド若しくはキーボードなどのユーザ入力装置１５０を
介して制御システム１００のユーザによって選択可能であり得る。従って、実行される検
査のタイプ、又は患者の性別若しくは年齢に応じて、最も適切な制御スキームが選択され
ることができる。例えば、脳スキャン検査の場合、可能な限り神経刺激を減らすように非
常に明るい光と速い色変化を除外する制御スキームが選択可能であり、一方胸部スキャン
検査の場合はより刺激的な照明効果と画像がこのタイプの検査に適切な制御スキームによ
って規定され得る。
【００５３】
　図３は以下のステップを有する本発明の一実施形態にかかる方法を図示する：
  ステップ３０１：患者又は医療機器若しくは装置の位置を示す第１センサ信号１１１を
受信する。
  ステップ３０２：第１センサ信号の受信に応じて第１制御信号を生成するように構成さ
れるコントローラ１０１を用いて制御可能な照明１７０への第１制御信号１３１を生成す
る。
  ステップ３０３：タイムスケジューラ１８０を用いて第１センサ信号の受信時間と第１
制御信号の生成若しくは出力との間の遅延を生成する。
【００５４】
　ステップ３０３は必ずしも制御信号の生成後に実行されるわけではなく、第１センサ信
号若しくは他のセンサ信号が受信されたとき若しくは後、及び制御信号の生成時若しくは
前に実行されてもよいことが理解される。従って、制御信号は入力信号が受信されるとき
に生成され得るが、生成された制御信号の出力は遅延され得る。代替的に、入力信号が受
信されるときに、制御信号が生成される前に遅延が経過していなければならなくてもよい
。
【００５５】
　図４は調光システム１００と画像を表示するためのモニタ１９０及び／又は制御可能な
照明１７０を有する周辺光ユニット４００を示す。ユニットはベッドに横たわって天井に
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顔を向けている患者にモニタ１９０が見えるように、病室に、例えば壁に固定して取り付
けられ得る。部屋の背景照明のため、及び患者が検査される若しくは注入が実行される状
況のために患者に向けられる光を与えるために、一つ以上の照明１７０がユニット４００
に統合され得る。光ユニット４００は放射性標識流体が注入される取り込み室に置かれ得
る。スキャンは同じ部屋若しくは隣接する部屋で実行され得る。患者が検査後に回復する
ために使用される回復室も検査と関連して使用され得る。回復室は別の光ユニット４００
が設置されていてもよい。
【００５６】
　本発明は図面と前述の説明において詳細に図示され記載されているが、かかる図示と記
載は例示若しくは説明であって限定ではないとみなされるものである。本発明は開示の実
施形態に限定されない。開示の実施形態への他の変更は、図面、開示、及び添付の請求項
の考察から、請求される発明を実践する当業者によって理解されもたらされることができ
る。請求項において"有する"という語は他の要素若しくはステップを除外せず、不定冠詞
"ａ"若しくは"ａｎ"は複数を除外しない。特定の手段が相互に異なる従属請求項に列挙さ
れるという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有利に使用されることができない
ことを示さない。
【００５７】
　単一のプロセッサ若しくは他のユニットは請求項に列挙される複数の項目の一つ以上の
機能、例えば入力信号に応じた制御信号の生成若しくは出力の生成及びタイミングを満た
し得る。コンピュータプログラムは、他のハードウェアと一緒に若しくはその一部として
設けられる光学記憶媒体若しくは固体媒体など、適切な媒体上に保存／分配され得るが、
インターネット又は他の有線若しくは無線通信システムなどを介して、他の形式でも分配
され得る。
【００５８】
　請求項における任意の参照符号は範囲を限定するものと解釈されてはならない。
【図１】

【図２】

【図３】
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